
【
資
　
　
料
】ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
国
際
私
法
立
法

　
　
　
　
「
国
際
私
法
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
家
族
法
典
」
中
の
国
際
私
法
規
定

笠

原

俊

宏

東洋法学

ル月u

書

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
後
、
一
九
九
一
年
八
月
三
〇
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
共
和
国
と
し
て
独
立
し
た
。
そ
の
後
、
同
共
和
国
の
独
自
の
法
体
系
の
整
備
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
訳
出
し
た
同
共
和

国
の
国
際
私
法
関
連
立
法
も
そ
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
に
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
構
成
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
民
法
典
中

に
国
際
私
法
関
連
規
定
の
た
め
の
一
箇
章
が
設
け
ら
れ
て
、
そ
こ
に
、
総
則
、
人
事
、
物
権
、
債
権
、
相
続
に
関
す
る
国
際
私
法
規

定
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
、
家
族
法
典
中
に
も
同
様
に
国
際
私
法
関
連
規
定
の
た
め
の
一
箇
章
が
設
け
ら
れ
て
、
そ
こ
に
、
相
続
に
関

す
る
規
定
を
除
く
国
際
家
族
法
規
定
が
置
か
れ
る
と
い
う
の
が
、
一
般
的
な
立
法
の
形
式
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ソ
ビ
エ
ト
連
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邦
の
崩
壊
後
も
、
旧
構
成
国
の
多
く
が
ロ
シ
ア
連
邦
を
中
心
と
し
て
独
立
国
家
共
同
体
と
し
て
結
束
し
、
立
法
の
面
に
お
い
て
も
、

共
通
の
モ
デ
ル
法
に
倣
っ
て
立
法
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
制
度
の
統
一
を
図
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
実
際
的
に
、
旧
体

制
時
代
の
連
帯
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
独
立
国
家
共
同
体
加
盟
諸
国
の
国
際
私
法
立
法
は
、
す
で
に

新
た
な
民
法
典
及
び
家
族
法
典
が
立
法
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
っ
て
見
て
も
、
現
在
も
な
お
、
民
法
典
と
家
族
法
典
と
に
二
分
さ

れ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
連
邦
（
拙
稿
「
ロ
シ
ア
国
際
私
法
の
改
正
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
」

比
較
法
三
五
号
一
三
九
頁
以
下
、
拙
稿
「
ロ
シ
ア
連
邦
民
法
典
第
三
部
中
の
国
際
私
法
規
定
に
つ
い
て
」
東
洋
法
学
四
六
巻
一
号
六
九
頁
以

下
）
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
（
拙
稿
「
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
私
法
立
法
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
ー
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
及
び
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

を
中
心
と
し
て
i
」
東
洋
法
学
四
五
巻
一
号
七
九
頁
以
下
、
拙
稿
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
新
し
い
国
際
私
法
」
東
洋
法
学
四
六
巻
二
号
九
七

頁
以
下
）
、
ア
ル
メ
ニ
ア
（
ω
①
茜
ヨ
き
具
閃
R
こ
＼
缶
Φ
畦
8
戸
目
8
旨
讐
一
3
巴
8
国
『
曾
琶
α
零
＆
8
ぎ
津
段
8
亘
＞
H
日
Φ
巳
①
P
ω
母
＆
”
ま
。

一
器
8
ε
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
影
響
が
強
か
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
（
拙
稿
「
モ
ン
ゴ
ル
民
法
典

中
の
国
際
私
法
規
定
（
二
〇
〇
二
年
）
」
東
洋
法
学
四
八
巻
一
号
六
九
頁
以
下
）
、
及
び
、
ベ
ト
ナ
ム
（
拙
稿
「
ベ
ト
ナ
ム
国
際
家
族
法
立
法
に

関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
」
東
洋
法
学
四
七
巻
一
号
一
四
一
頁
以
下
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
グ
ル
ジ
ア
は
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
同
様
な
「
国
際
私
法
規
則
の
た
め
の
法
律
」
（
一
九
九
八
年
五
月
二
〇
日
）
を
有
し
て
い
る
（
望
お
ヨ
曽
巨
萄
＆
亀

頃
①
葭
一
。
F
p
騨
ρ
O
①
。
邑
Φ
戸
ω
＄
＆
“
ω
一
。
一
N
。
。
。
。
）
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
形
式
の
面
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
そ
れ
に
追
随
し
な
い
立
法
も
出
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
五
年

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
国
際
私
法
典
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
法
典
は
六
〇
箇
条
余
り
に
亘
る
単
独
の
国
際
私
法
立
法
で
あ
る
が
、
そ
の
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東洋法学
内
容
は
、
国
際
私
法
総
則
、
国
際
財
産
法
、
国
際
家
族
法
に
関
す
る
規
定
を
包
括
し
て
い
る
（
b
暴
蟄
§
魯
鶏
ミ
8
。
ρ
ψ
目
①
律
）
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
訳
出
し
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
国
際
私
法
立
法
も
二
分
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
二
分
形

式
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
民
法
典
中
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
諸
規
定
は
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
六
日
、
独
立
し
た

「
国
際
私
法
に
関
す
る
法
律
」
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
諸
規
定
の
配
列
、
及
び
、
そ
こ
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
立
場

は
、
前
記
モ
デ
ル
法
に
倣
っ
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国

国
際
私
法
は
、
未
だ
に
独
立
国
家
共
同
体
の
そ
れ
と
し
て
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
家
族
法
典
に
つ
い
て
い
え
ば
、
家
族
法
典
の
改
正
な
い
し
そ
の
新
た
な
立
法
化
が
未
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
独
立
国
家
共

同
体
構
成
諸
国
が
少
な
く
な
い
中
に
あ
っ
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
は
、
「
国
際
私
法
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

に
少
し
先
立
ち
、
一
九
九
五
年
の
憲
法
第
一
七
条
及
び
第
三
四
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
家
族
、
子
及
び
女
性
の
権
利
の
保
護
、
並

び
に
、
国
家
レ
ベ
ル
に
お
け
る
両
性
の
平
等
を
実
現
し
た
新
し
い
家
族
法
典
が
施
行
さ
れ
て
い
る
（
匡
曽
浮
m
9
簿
評
巨
容
霞
雲
欝

評
目
ξ
冨
零
ぎ
夢
Φ
園
8
仁
び
浮
9
》
N
R
富
言
P
』
ミ
“
ミ
無
帆
§
匙
。
っ
ミ
蛇
曼
黛
誉
ミ
愚
奪
ミ
る
。
8
a
，
も
・
＄
9
器
ρ
）
。
そ
し
て
、
そ
の

第
七
章
「
外
国
人
及
び
無
国
籍
者
と
の
家
族
的
法
律
関
係
へ
の
家
族
法
の
適
用
」
（
第
一
四
六
条
な
い
し
第
一
五
五
条
）
が
国
際
私
法
に

関
す
る
諸
規
定
で
あ
る
（
O
巳
什
魯
冒
》
8
ミ
竃
9
冒
8
お
長
U
器
浮
Φ
－
巨
α
匿
巳
ω
畠
鉱
段
Φ
畠
巳
R
認
讐
び
穿
》
器
き
巴
α
ω
。
富
巳
β

α
R
号
旨
ω
魯
窪
O
R
8
辟
ω
℃
声
嵐
9
、
ヨ
藝
傍
魯
。
う
』
ミ
鳴
ミ
駐
軌
§
ミ
§
、
蕊
ミ
ヤ
§
駄
隷
さ
ミ
§
ω
ミ
罫
冴
（
以
下
、
毫
§
と
し
て
引
用
）

8
貫
ψ
ω
認
鼻
U
簿
巨
目
呂
一
Φ
＜
辞
8
註
け
も
。
。
。
曾
訂
Φ
ρ
）
。
そ
の
内
容
は
一
九
九
五
年
一
二
月
八
日
の
ロ
シ
ア
連
邦
家
族
法
典
（
拙
稿
・

前
掲
比
較
法
三
五
号
一
四
八
頁
以
下
、
一
六
〇
頁
以
下
）
と
極
め
て
類
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
家
族
法
典
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と
し
て
の
独
自
性
は
稀
薄
な
よ
う
で
あ
る
。

　
尚
、
「
国
際
私
法
に
関
す
る
法
律
」
と
「
家
族
法
典
」
と
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
家
族
法
典
第
一
五
六
条
及
び
第
一
五

七
条
は
総
則
規
定
で
あ
る
が
、
外
国
家
族
法
上
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
前
者
が
「
国
際
私
法
に
関
す
る
法
律
」
第
二
条
と
重
複
す

る
内
容
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
内
国
法
秩
序
に
反
す
る
外
国
法
の
適
用
の
排
除
に
関
す
る
後
者
の
よ
う
な
規
定
に
相
応
す
る
規
定

は
右
法
律
中
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
一
部
の
規
定
の
重
複
を
考
慮
す
れ
ば
、
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
完
結
し
た
別
個
独
立

の
法
律
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
家
族
法
典
が
適
用
に
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
国
際
私
法
に
関
す
る

法
律
」
の
総
則
規
定
は
適
用
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

二
　
邦

訳

70

　
次
に
掲
げ
る
資
料
一
及
び
二
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
六
月
六
日
成
立
の
「
国
際
私

法
に
関
す
る
法
律
」
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
七
日
発
効
）
、
及
び
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
日
発
効
の
家
族
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定

の
試
訳
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
訳
出
に
際
し
て
は
、
出
典
と
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
驚
嚢
8
0
ρ
ψ
ω
o。
①
斥
所
載
の
独
語
訳
、

ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
団
Φ
お
ヨ
弩
具
男
R
崖
缶
①
員
一
魯
る
・
鉾
ρ
｝
》
ω
R
訂
こ
零
げ
蝉
P
ω
冨
且
る
。
φ
8
8
。
所
載
の
独
語
訳
に

依
拠
し
た
。



［
資
料
一
］

　
　
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
際
私
法
に
関
す
る
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
六
日
成
立
、

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
七
日
発
効
）

東洋法学
　
　
　
第
一
章
　
総
　
　
　
則

第
［
条
　
法
律
の
適
用
範
囲
及
び
準
拠
法
の
決
定

一
　
本
法
は
、
渉
外
的
関
連
性
を
有
す
る
民
事
的
法
律
関
係
へ
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
法
規
を
含
む
。

二
　
渉
外
的
関
連
性
を
有
す
る
民
事
的
法
律
関
係
の
準
拠
法
は
、
本
法
の
規
定
に
よ
る
他
、
他
の
然
る
べ
き
法
律
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

　
ャ
ン
共
和
国
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
国
際
法
上
の
条
約
に
よ
る
か
、
国
際
的
慣
習
法
又
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

　
る
。

三
　
準
拠
法
の
決
定
の
た
め
の
当
事
者
の
合
意
は
、
明
臼
に
行
わ
れ
る
か
、
又
は
、
契
約
上
の
約
款
若
し
く
は
法
律
行
為
の
全
体
的

　
情
況
か
ら
直
接
的
に
発
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
　
外
国
法
の
適
用
は
、
一
般
的
に
の
み
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
本
法
の
裁
判
所
に
よ
る
準
拠
法
の
決
定
の
た
め
の
規
定
は
、
他
の
然
る
べ
き
管
轄
権
を
有
す
る
国
家
機
関
の
た
め
に
も
適
用
さ

　
れ
る
。
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第
二
条
外
国
法
規
の
内
容
の
確
定

一
　
外
国
法
の
適
用
に
際
し
、
裁
判
所
は
、
法
規
の
内
容
の
確
定
の
た
め
、
当
該
国
家
に
お
け
る
そ
の
公
式
な
解
釈
及
び
適
用
の
実

　
務
に
従
い
、
全
て
の
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
第
一
項
に
従
っ
て
執
ら
れ
た
措
置
が
い
か
な
る
結
果
に
も
到
達
し
な
い
か
、
又
は
、
そ
れ
が
非
常
に
高
額
な
経
費
を
必
要
と

　
し
、
か
つ
、
訴
訟
に
お
け
る
関
係
当
事
者
が
、
そ
の
者
が
援
用
す
る
法
規
の
内
容
を
証
明
す
る
い
か
な
る
原
文
も
提
出
す
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
と
き
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
が
適
用
さ
れ
る
。

第
三
条
　
反
致
及
び
第
三
国
法
へ
の
送
致

一
　
本
条
に
お
い
て
別
段
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
外
国
法
へ
の
い
ず
れ
の
指
定
も
、
本
法
に
従
い
、
当
該
国
家
の
実
質
法
の

　
適
用
へ
導
く
。

一
一
本
法
第
九
条
及
び
第
一
〇
条
に
挙
げ
ら
れ
た
種
類
の
法
律
関
係
へ
の
外
国
法
の
適
用
の
際
、
並
び
に
、
相
続
法
上
の
法
律
関
係

　
の
際
に
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
へ
の
反
致
又
は
第
三
国
法
へ
の
送
致
が
行
わ
れ
る
。

第
四
条
　
外
国
法
の
適
用
の
制
限

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
憲
法
又
は
国
民
投
票
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
他
の
法
的
文
書
に
反
す
る
外
国
法
規
は
、
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
強
行
法
規
の
適
用

一
　
本
法
の
規
定
に
よ
る
準
拠
法
に
拘
わ
ら
ず
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
上
の
強
行
規
定
が
然
る
べ
き
法
律
関
係
へ
適
用
さ
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東洋法学
　
れ
る
も
の
と
す
る
。

二
　
い
ず
れ
か
の
国
家
の
法
の
適
用
が
、
事
件
の
情
況
と
の
密
接
な
関
係
を
呈
示
す
る
第
三
国
の
強
行
法
規
の
適
用
へ
導
く
と
き

　
は
、
契
約
上
の
選
択
さ
れ
た
法
の
援
用
が
な
く
て
可
能
で
あ
る
限
り
、
当
該
法
規
は
先
位
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該

　
法
規
の
先
位
の
許
容
に
関
す
る
決
定
に
際
し
て
は
、
そ
の
本
質
及
び
法
規
の
目
的
、
並
び
に
、
適
用
の
結
果
が
考
慮
さ
れ
る
も
の

　
と
す
る
。

第
六
条
　
多
数
法
国
の
場
合
の
準
拠
法

　
多
数
の
法
秩
序
が
存
在
す
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
と
き
、
い
ず
れ
の
法
秩
序
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
当
該
国
家
の

法
に
従
っ
て
調
整
さ
れ
る
。
か
よ
う
な
規
定
が
な
い
と
き
は
、
裁
判
す
べ
き
事
件
と
の
最
も
密
接
な
関
係
を
呈
示
す
る
法
秩
序
が
適

用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
　
報
復
、
特
別
制
限

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
管
轄
権
を
有
す
る
官
庁
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
市
民
又
は
法
人
に
対
す
る
報
復
措
置

を
命
令
し
た
国
家
の
市
民
及
び
法
人
に
つ
い
て
の
報
復
措
置
と
し
て
、
類
似
の
制
限
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
　
法
律
回
避
の
禁
止

　
準
拠
法
の
確
定
の
た
め
の
本
法
の
規
定
は
、
他
の
法
の
適
用
へ
向
け
ら
れ
る
当
事
者
の
合
意
又
は
他
の
行
為
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
本
法
の
規
定
に
従
い
、
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
る
。
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第
二
章
　
人

第
九
条
　
自
然
人
の
属
人
法

一
　
属
人
法
は
自
然
人
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
と
す
る
。
人
が
多
数
の
国
籍
を
有
す
る
と
き
、
属
人
法
は
そ
の
者
が
最
も
密
接
な
関

　
係
を
呈
示
す
る
国
家
の
法
と
す
る
。

二
　
無
国
籍
者
の
属
人
法
は
、
そ
の
者
が
そ
の
平
常
の
居
所
を
有
す
る
国
家
の
法
と
す
る
。

三
　
避
難
民
の
属
人
法
は
、
そ
の
者
が
収
容
を
受
け
た
国
家
の
法
と
す
る
。

第
噛
O
条
　
自
然
人
の
権
利
能
力
及
び
行
為
能
力

一
　
自
然
人
の
権
利
能
力
及
び
行
為
能
力
は
、
そ
の
属
人
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

二
　
法
律
行
為
及
び
不
法
行
為
に
関
す
る
自
然
人
の
行
為
能
力
は
、
法
律
行
為
が
締
結
さ
れ
た
か
、
又
は
、
不
法
行
為
が
行
わ
れ
た

　
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

三
　
自
然
人
の
行
為
無
能
力
に
つ
い
て
の
宣
告
は
、
そ
れ
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
裁
判
所
が
そ
の
本
拠
を
有
す
る
国
家
の
法
に
従
っ
て

　
規
律
さ
れ
る
。

第
一
一
条
　
人
の
失
踪
宣
告
又
は
死
亡
宣
告

　
人
の
失
踪
宣
告
又
は
死
亡
宣
告
は
、
そ
れ
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
裁
判
所
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
一
二
条
法
人
の
属
人
法
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法
人
の
属
人
法
は
、
そ
れ
が
設
立
さ
れ
た
国
家
の
法
と
す
る
。

第
＝
二
条
　
法
人
の
権
利
能
力

一
　
法
人
の
権
利
能
力
は
、
属
人
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
そ
れ
は
法
人
の
代
表
者
及
び
支
店
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。

二
　
外
国
法
人
は
、
法
人
、
そ
の
代
表
者
又
は
支
店
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
法
律
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
締
結
さ
れ
た
国
家
の
法

　
に
よ
れ
ば
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い
る
そ
の
権
利
の
制
限
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
四
条
氏
、
名
称

一
　
自
然
人
の
氏
、
そ
の
使
用
及
び
擁
護
は
、
属
人
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

二
　
法
人
、
そ
の
支
店
及
び
代
表
者
の
名
称
、
並
び
に
、
名
称
の
保
護
は
、
法
人
の
属
人
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
一
五
条
　
内
国
の
権
利
の
先
位

　
外
国
法
人
、
外
国
国
民
及
び
無
国
籍
者
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
法
人
及
び
国
民
と
同
様
に
、
権
利
能
力
及
び
行
為
能

力
を
有
す
る
。
報
復
措
置
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
本
規
定
か
ら
の
除
外
が
許
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
条
　
渉
外
的
関
連
性
を
有
す
る
民
事
的
法
律
関
係
へ
の
国
家
の
関
与

［
　
渉
外
的
関
連
性
を
有
す
る
民
事
的
法
律
関
係
で
あ
っ
て
、
国
家
が
関
与
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
は
、
法
律
上
明
確
な
例
外
的

　
場
合
が
存
在
し
な
い
限
り
、
本
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

二
　
国
家
に
よ
る
法
律
行
為
の
着
手
に
対
し
て
は
、
法
律
行
為
が
主
権
の
権
能
の
行
使
に
お
い
て
行
わ
れ
な
い
限
り
、
本
法
の
規
定

　
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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三
　
国
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
法
律
行
為
の
性
質
は
、
法
律
行
為
の
法
的
性
質
及
び
原
因
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

　
　
　
第
三
章
　
法
律
行
為

第
一
七
条
　
法
律
行
為
の
方
式

一
　
法
律
行
為
の
方
式
は
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
地
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
外
国
に
お
い
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
に

　
従
っ
て
行
わ
れ
る
法
律
行
為
は
、
そ
れ
が
締
結
さ
れ
た
国
家
の
方
式
規
定
の
違
反
に
基
づ
い
て
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
異
な
る
国
家
に
滞
在
す
る
当
事
者
の
間
に
締
結
さ
れ
る
法
律
行
為
は
、
そ
れ
が
い
ず
れ
か
一
方
の
国
家
の
規
定
に
一
致
す
る
と

　
き
は
有
効
と
す
る
。

三
　
不
動
産
に
対
す
る
所
有
権
又
は
不
動
産
に
対
す
る
用
益
権
に
関
連
す
る
法
律
行
為
の
方
式
は
、
不
動
産
が
所
在
す
る
国
家
の
強

　
行
規
定
が
、
法
律
行
為
が
い
ず
れ
の
地
に
お
い
て
行
わ
れ
る
か
、
又
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
法
に
服
す
る
か
に
拘
わ
ら
ず
適
用
さ
れ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
り
、
当
該
規
定
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
［
八
条
　
代
理
権

　
代
理
権
の
方
式
及
び
そ
の
有
効
期
間
は
、
そ
れ
が
授
与
さ
れ
る
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
但
し
、
代
理
権
は
、
そ
れ
が

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
方
式
規
定
と
一
致
す
る
と
き
、
方
式
上
無
効
で
あ
る
と
宣
告
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
九
条
　
時
効
期
間

一
　
時
効
期
間
は
、
当
該
法
律
関
係
へ
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
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二
　
法
律
関
係
へ
の
参
加
者
の
一
方
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
市
民
又
は
法
人
で
あ
る
と
き
、
い
ず
れ
の
請
求
権
が
時
効
に

　
な
ら
な
い
か
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
四
章
　
物
　
　
　
権

第
二
〇
条
　
物
権
的
法
律
関
係
の
準
拠
外
国
法
の
た
め
の
総
則

一
　
動
産
及
び
不
動
産
に
対
す
る
所
有
権
及
び
他
の
絶
対
的
権
利
は
、
法
律
上
別
段
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
目
的
物
が
所
在

　
す
る
国
家
の
法
に
服
す
る
。

二
　
物
の
可
動
性
又
は
不
可
動
性
及
び
他
の
性
質
決
定
は
、
物
が
所
在
す
る
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
二
［
条
　
絶
対
的
権
利
の
成
立
及
び
終
了

　
絶
対
的
権
利
の
成
立
及
び
終
了
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
が
別
段
に
定
め
な
い
限
り
、
物
が
所
在
す
る
国
家
の
法
に
従

っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
二
二
条
　
輸
送
手
段
及
び
運
送
中
の
動
産
に
対
す
る
絶
対
的
権
利

一
　
輸
送
手
段
に
対
す
る
絶
対
的
権
利
は
、
輸
送
手
段
が
登
録
さ
れ
て
い
る
国
家
の
法
に
服
す
る
。

二
　
運
送
中
の
動
産
に
対
す
る
所
有
権
及
び
他
の
絶
対
的
権
利
は
、
当
事
者
が
別
段
に
合
意
し
て
い
な
い
限
り
、
物
が
運
送
さ
れ
る

　
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
二
三
条
　
人
の
精
神
的
権
利
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人
の
精
神
的
権
利
及
び
そ
の
保
護
に
対
し
て
は
、
当
該
権
利
が
行
使
さ
れ
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
契
　
約
　
法

第
二
四
条
　
契
約
当
事
者
に
よ
る
法
選
択

［
　
契
約
に
よ
る
当
事
者
の
権
利
及
び
義
務
の
決
定
、
そ
の
解
釈
、
履
行
、
不
履
行
、
終
了
、
並
び
に
、
そ
の
不
完
全
履
行
の
効
果

　
及
び
そ
の
無
効
は
、
契
約
当
事
者
が
選
択
し
た
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

二
　
当
事
者
は
契
約
の
全
体
又
は
契
約
の
一
部
分
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
当
事
者
は
、
と
く
に
契
約
の
最
後
、
及
び
、
そ
の
後
、
常
に
法
選
択
の
合
意
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
は
常
に
準
拠
法

　
の
変
更
に
関
す
る
合
意
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

四
　
強
行
規
定
の
不
適
用
を
許
容
す
る
法
の
選
択
は
無
効
と
す
る
。

第
二
五
条
法
選
択
の
合
意
の
不
存
在
の
場
合
の
準
拠
法
の
決
定

一
　
当
事
者
の
法
選
択
の
合
意
が
存
在
し
な
い
と
き
、
次
に
掲
げ
ら
れ
た
当
事
者
が
設
立
さ
れ
る
か
、
居
住
す
る
か
、
又
は
、
主
と

　
し
て
労
働
す
る
国
家
の
法
が
契
約
へ
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
a
　
売
買
契
約
の
場
合
に
は
買
い
主
、
贈
与
契
約
の
場
合
に
は
贈
与
者

　
b
　
賃
貸
借
契
約
の
場
合
に
は
賃
借
人
又
は
賃
貸
人

　
c
　
用
益
権
に
関
す
る
契
約
の
場
合
に
は
用
益
権
提
供
者
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ihgfedmlkj
消
費
貸
借
契
約
の
場
合
に
は
貸
し
主

請
負
契
約
の
場
合
に
は
請
負
主

委
任
の
場
合
に
は
委
任
者

取
次
契
約
の
場
合
に
は
取
次
業
者

寄
託
契
約
の
場
合
に
は
受
託
者

運
送
契
約
の
場
合
に
は
運
送
業
者

保
険
契
約
の
場
合
に
は
保
険
業
者

担
保
契
約
の
場
合
に
は
担
保
提
供
者

保
証
の
場
合
に
は
保
証
人

製
品
保
証
の
場
合
に
は
保
証
人

二
　
契
約
当
事
者
間
に
法
選
択
の
合
意
が
な
い
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
拘
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す

　
る
。

　
a
　
不
動
産
に
関
す
る
契
約
に
は
、
物
が
所
在
す
る
国
家
の
法

b
　
共
同
行
為
及
び
建
築
注
文
に
関
す
る
契
約
に
は
、
行
為
が
実
行
さ
れ
る
か
、
又
は
、
契
約
の
成
果
が
生
ず
べ
き
国
家
の
法

　
c
　
破
産
手
続
に
お
け
る
競
売
、
又
は
、
取
引
所
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
契
約
に
は
、
競
売
、
破
産
手
続
又
は
取
引
所
取
引
が
行

　
　
わ
れ
る
国
家
の
法
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三
　
本
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
契
約
に
つ
い
て
、
当
事
者
が
法
選
択
の
合
意
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
契

　
約
が
最
も
密
接
な
関
係
を
呈
示
す
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

四
　
契
約
の
履
行
の
際
、
及
び
、
契
約
の
不
完
全
履
行
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
措
置
の
際
に
は
、
契
約
が
履
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

　
国
家
の
法
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
六
章
　
法
定
債
務
関
係

第
二
六
条
　
損
害
賠
償
請
求
権
の
準
拠
法

　
物
品
の
取
得
又
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
要
求
に
基
づ
き
、
消
費
者
に
帰
属
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
消
費
者
の
選
択
に
従
い
、
次

に
掲
げ
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
a
　
消
費
者
が
そ
の
住
所
を
有
す
る
か
、
又
は
、
平
常
的
に
居
住
す
る
国
家
の
法

　
b
　
供
給
者
又
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
そ
の
本
拠
又
は
住
所
を
有
す
る
国
家
の
法

　
c
　
消
費
者
が
物
品
を
購
入
し
た
か
、
又
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
要
求
し
た
国
家
の
法

第
二
七
条
　
（
出
典
上
、
法
文
欠
落
の
た
め
、
内
容
不
明
）

第
二
八
条
　
不
当
利
得

一
　
不
当
利
得
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い
る
請
求
権
に
は
、
利
得
が
生
じ
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

二
　
別
の
財
産
へ
の
妨
害
に
よ
る
不
当
利
得
を
理
由
と
す
る
訴
え
に
は
、
妨
害
が
生
じ
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。
不
当
利
得
の
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概
念
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
に
従
っ
て
解
釈
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
七
章
　
相
　
続
　
権

第
二
九
条
　
相
続
権

一
　
相
続
権
は
、
被
相
続
人
が
、
そ
の
遺
言
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
宣

　
言
し
な
い
限
り
、
被
相
続
人
が
そ
の
最
後
の
平
常
的
居
所
を
有
し
た
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

二
　
無
国
籍
者
の
場
合
に
は
、
相
続
権
は
、
そ
の
者
が
そ
の
最
後
の
平
常
的
居
所
を
有
し
た
国
家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
最

　
後
の
平
常
的
居
所
地
が
探
知
で
き
な
い
と
き
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
〇
条
　
遺
　
言

一
　
遺
言
は
、
本
法
第
一
七
条
の
要
件
に
加
え
て
、
そ
れ
が
以
下
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
国
家
の
い
ず
れ
か
の
法
に
一
致
す
る
と
き
に
の

　
み
有
効
と
す
る
。

　
a
　
遺
言
が
作
成
さ
れ
た
国
家

　
b
　
被
相
続
人
が
遺
言
作
成
の
当
時
又
は
そ
の
死
亡
の
当
時
滞
在
し
た
国
家

　
c
　
遺
言
に
含
ま
れ
た
指
定
に
係
る
不
動
産
が
所
在
す
る
国
家

二
　
被
相
続
人
の
遺
言
能
力
、
国
籍
及
び
他
の
身
分
的
資
格
、
又
は
、
そ
の
身
分
的
資
格
の
必
要
な
証
明
は
、
方
式
上
有
効
な
遺
言

　
の
作
成
に
つ
い
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
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［
資
料
二
］

　
　
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
家
族
法
　
（
二
〇
〇
〇
年
六
旦
日
発
効
）

　
　
　
第
七
章
　
外
国
人
及
び
無
国
籍
者
と
の
家
族
的
法
律
関
係
へ
の
家
族
法
の
適
用

第
剛
四
六
条

一
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
け
る
婚
姻
締
結
の
方
式
及
び
要
件
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ

　
る
。

ニ
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
外
国
人
の
婚
姻
締
結
の
要
件
は
、
本
法
典
第
一
二
条
の
要
求
の
考
慮
の
下
に
、

　
そ
の
者
の
本
国
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

三
　
無
国
籍
者
が
婚
姻
を
締
結
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
き
、
要
件
は
、
そ
の
者
が
そ
の
恒
常
的
居
所
を
有
す
る
国
家
の
法
に
従
っ

　
て
決
定
さ
れ
る
。

第
一
四
七
条

一
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
外
に
お
い
て
生
活
す
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
の
間
の
婚
姻
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

　
共
和
国
の
外
交
代
表
部
及
び
領
事
館
に
よ
り
、
本
法
典
の
諸
規
定
に
従
っ
て
締
結
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

ニ
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
け
る
外
国
の
外
交
代
表
部
又
は
領
事
館
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
外
国
人
の
間
の
婚
姻
は
、
ア
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ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
有
効
に
行
わ
れ
る
。

第
隅
四
八
条

一
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
い
て
、
当
該
地
の
規
定
に
従
い
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
の
間
、
ア
ゼ

　
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
と
外
国
人
又
は
無
国
籍
者
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
婚
姻
は
、
本
法
典
第
一
二
条
（
婚
姻
障
碍
）
が
定

　
め
る
場
合
で
な
い
限
り
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
有
効
と
さ
れ
る
。

ニ
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
い
て
、
外
国
人
の
間
に
お
い
て
、
そ
の
本
国
の
規
定
の
考
慮
の
下
に
締
結
さ
れ
た

　
婚
姻
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
。

第
閣
四
九
条

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
内
又
は
領
域
外
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
婚
姻
の
無
効
宣
告
は
、
本
法
典
第
一
四
六
条
及
び
第

一
四
八
条
に
従
い
、
婚
姻
締
結
へ
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
國
五
〇
条

一
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
い
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
と
外
国
人
若
し
く
は
無
国
籍
者
と
の

　
間
、
又
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
の
間
に
締
結
さ
れ
た
婚
姻
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
ア
ゼ
ル
バ

　
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
に
従
っ
て
解
消
さ
れ
る
。

ニ
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
お
い
て
生
活
す
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和

　
国
の
領
域
外
に
お
い
て
生
活
す
る
夫
（
妻
）
と
締
結
さ
れ
た
婚
姻
を
、
そ
の
者
の
国
籍
に
拘
わ
ら
ず
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
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国
裁
判
所
に
よ
っ
て
解
消
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
が
権
限
を
有
す
る
官
庁
に
よ
る
婚
姻
の
解
消

　
を
許
す
と
き
、
婚
姻
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
外
交
代
表
部
又
は
領
事
館
に
よ
っ
て
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
隅
五
－
条

一
　
夫
婦
の
身
分
上
の
無
体
的
な
権
利
及
び
義
務
並
び
に
財
産
的
な
権
利
及
び
義
務
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
共
同
生
活
す
る
領
域
が
帰

　
属
す
る
国
家
の
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
者
が
共
通
の
住
所
を
有
し
な
い
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
そ
の
最
後
の
共

　
通
の
住
所
を
有
し
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
共
通
の
住
所
を
有
し
な
い
夫
婦
の
身
分
上
の
無

　
体
的
な
権
利
及
び
義
務
並
び
に
財
産
的
な
権
利
及
び
義
務
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共

　
和
国
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

二
　
夫
婦
が
同
一
の
国
籍
も
共
通
の
住
所
も
有
し
な
い
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
自
身
が
、
い
ず
れ
の
法
が
扶
養
の
合
意
又
は
婚
姻
契

　
約
へ
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
裁
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
扶
養
の
合
意
又
は
婚
姻
契
約
に
関
す
る
か
よ
う
な
取
決
め

　
が
な
い
際
に
は
、
本
法
典
第
一
五
一
条
第
一
項
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
五
二
条

一
　
子
の
出
生
と
の
関
連
に
お
け
る
父
子
関
係
（
母
子
関
係
）
の
確
定
、
及
び
、
そ
れ
に
関
す
る
訴
訟
提
起
の
際
に
は
、
そ
の
者
が

　
保
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

ニ
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
け
る
父
子
関
係
（
母
子
関
係
）
の
確
定
、
及
び
、
そ
れ
に
関
す
る
訴
訟
提
起
の
手
続
き
は
、

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
が
権
限
を
有
す
る
官
庁
に
よ
る
父
子
関
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係
（
母
子
関
係
）
の
確
定
を
許
し
、
か
つ
、
子
の
父
母
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
生
活
し
な
い
と
き
、
父
母
の
側

　
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
で
あ
る
か
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
者
は
、
父
子
関
係
（
母
子
関
係
）
の
確
定
に
つ
き
、
ア
ゼ
ル

　
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
外
交
代
表
部
又
は
領
事
館
へ
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
－
五
三
条

　
父
母
及
び
子
の
権
利
及
び
義
務
、
と
く
に
父
母
の
そ
の
子
に
対
す
る
扶
養
の
履
行
の
義
務
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
共
同
生
活
す
る
国

家
の
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
父
母
及
び
子
が
共
通
の
住
所
を
有
し
な
い
と
き
、
父
母
及
び
子
の
権
利
及
び
義
務
は
子
が
保
有
す

る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
扶
養
料
請
求
権
及
び
父
母
と
子
の
間
の
他
の
関
係
へ
は
、
原
告
の
要
求
に

基
づ
き
、
子
が
そ
の
恒
常
的
居
所
を
有
す
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
－
五
四
条

　
家
族
構
成
員
の
扶
養
義
務
は
、
家
族
が
生
活
す
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
共
通
の
住
所
を
有
し
な

い
家
族
の
原
告
は
、
そ
の
者
が
生
活
す
る
国
家
の
法
に
従
っ
て
扶
養
を
受
け
る
。

第
一
五
五
条

一
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
外
国
人
又
は
無
国
籍
者
に
よ
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
籍
を
保
有
す
る

　
子
の
養
子
縁
組
又
は
養
子
縁
組
の
解
消
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
国
際
法
上
の
条
約
に
お
い
て
別

　
段
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

ニ
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
外
国
人
又
は
無
国
籍
者
に
よ
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
籍
を
保
有
す
る
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子
の
養
子
縁
組
は
、
養
親
の
本
国
（
そ
の
者
が
そ
の
恒
常
的
居
所
を
有
す
る
国
家
）
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
国

家
法
と
と
も
に
、
本
法
典
第
一
一
七
条
な
い
し
第
一
一
九
条
及
び
第
一
二
二
条
な
い
し
第
一
二
四
条
が
遵
守
さ
れ
る
も
の
と
す

　
る
。

三
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
に
よ
る
外
国
国
籍
を
保
有
す
る
子
の
養
子
縁

組
の
た
め
に
は
、
法
定
代
理
人
及
び
子
が
保
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
所
轄
官
庁
の
承
諾
、
並
び
に
、
同
国
法
が
定
め
る

　
限
り
、
子
自
身
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

四
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
国
際
法
上
の
条
約
に
よ
れ
ば
、
子
の
権
利
が
養
子
縁
組
に
よ

　
っ
て
侵
害
さ
れ
る
と
き
、
養
子
縁
組
は
、
養
親
の
国
籍
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
実
行
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
か
、
又
は
、
す
で
に

　
実
行
さ
れ
て
い
る
限
り
、
法
律
上
、
元
に
取
り
消
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

五
　
養
親
が
帰
属
す
る
国
家
の
所
轄
官
庁
に
よ
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
外
に
生
活
す
る
子
の
養
子
縁
組
は
、
そ
れ
に
つ
き
、

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
お
け
る
然
る
べ
き
許
可
が
予
め
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
条
件
と
し

　
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
有
効
と
さ
れ
る
。

第
一
五
六
条

一
　
外
国
の
家
族
法
規
の
適
用
の
際
、
裁
判
所
又
は
所
轄
官
庁
は
、
同
国
に
お
け
る
実
際
的
適
用
及
び
公
式
的
解
釈
と
一
致
し
て
、

　
そ
の
規
定
の
内
容
を
確
定
す
る
も
の
と
す
る
。

二
　
か
よ
う
な
規
定
の
内
容
の
確
定
の
目
的
の
た
め
、
裁
判
所
、
身
分
登
録
官
庁
及
び
そ
の
他
の
官
庁
は
、
所
轄
官
庁
及
び
他
の
機
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関
（
専
門
家
）
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
当
事
者
は
、
そ
の
請
求
の
根
拠
付
け
の
た
め
、
そ
の
者
が
援
用
す
る
外
国
家
族
法
規
の
内
容
に
関
す
る
資
料
を
裁
判
所
及
び
所

　
轄
官
庁
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
外
国
家
族
法
規
の
内
容
が
本
法
典
第
一
五
六
条
第
一
項
な
い
し
第
三
項
に
よ
っ
て
も
確
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
五
七
条

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
法
秩
序
の
基
本
原
則
に
反
す
る
外
国
法
規
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ

な
い
も
の
と
す
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
法
が
適
用
さ
れ
る
。
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